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9月
定例会
9月
定例会

平成22年

9月1日～
　9月24日平成21年度決算17件を認定　　　   財政健全化指標は優良

　
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

議
案
等
は
、
次
の
33
件
で

す
。

・
平
成
21
年
度
決
算
認
定

　
17
件

・
財
政
の
健
全
化
判
断
比

　
率
な
ど
報
告
４
件

・
条
例
４
件

・
第
４
次
総
合
振
興
計
画

　
基
本
構
想
・
基
本
計
画

　
施
策
体
系
な
ど
２
件

・
一
般
会
計
な
ど
補
正
予

　
算
６
件

　
決
算
認
定
は
、
代
表
監

査
委
員
の
監
査
報
告
を
受

け
、
そ
の
他
の
議
案
は
詳

細
説
明
の
後
、
６
日
に
質

疑
を
行
い
、
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
４
次
総
合
振
興
計
画

に
つ
い
て
は
、
19
人
で
構

成
す
る
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
、
２
日
間
を
か
け

て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

↓
第
４
次
総
合
振
興
計
画

審
査
概
要
８
P
参
照

　
常
任
委
員
会
で
は
、
４

日
間
に
わ
た
り
詳
細
に
審

査
し
、
最
終
日
の
24
日
に

委
員
長
報
告
の
後
、討
論
・

採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計

と
国
民
健
康
保
険
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

の
３
件
の
決
算
認
定
は
賛

成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議

案
等
は
全
会
一
致
で
認

定
・
可
決
し
ま
し
た
。

↓
討
論
５
P
参
照

　
ま
た
、
委
員
会
提
出
議

案
と
し
て
議
会
運
営
委
員

９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
に
開
会
し
、
決
算
認
定
や
第
４
次
総
合
振
興
計
画

な
ど
34
件
を
審
査
・
可
決
し
、
９
月
24
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
問
題
な
ど
、

市
政
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

幸せを実感できるまちへ　　　　第４次総合振興計画を可決！幸せを実感できるまちへ　　　　第４次総合振興計画を可決！

の
経
理
に
、
キ
�
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
計
算
書
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

◎
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

条
例
の
改
正
⋮
訪
問
看
護

利
用
料
の
支
払
い
を
一
月

分
ま
と
め
て
払
う
こ
と
を

可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
下
水
道
条
例
の
改
正
⋮
排

水
設
備
検
査
手
数
料
の
廃

止
と
、
指
定
工
事
店
の
指

定
等
に
係
る
手
数
料
規
定

の
追
加
等
を
行
う
も
の
で

す
。

◎
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
改
正
⋮
児
童
扶
養
手
当

法
及
び
施
行
令
の
改
正
で
、

父
子
家
庭
が
定
義
さ
れ
た

た
め
、
調
整
規
定
を
改
め

る
も
の
で
す
。

︻
一
般
会
計
補
正
予
算
︼

◎
歳
入
歳
出

１
億
３
５
７
７
万
円
の
追
加

で
す
。
主
な
歳
出
の
内
容
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　︻請
　
願
︼

　
国
の
保
育
制
度
改
革
議
論

に
関
す
る
請
願
は
、
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

会
か
ら
、「
地
方
税
法
改

正
に
関
す
る
意
見
書
」
が

提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

↓
意
見
書
５
P
参
照

　
８
日
か
ら
３
日
間
に

わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、

13
人
の
議
員
が
活
発
な

論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

↓
一
般
質
問
概
要
９
P

〜
15　
P
参
照

︻
決
算
認
定
︼

一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
決
算
は
４
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
事
業
会
計
決
算

・
収
益
的
収
入

　
25
億
６
４
１
１
万
円

・
収
益
的
支
出

　
22
億
９
２
１
７
万
円

・
資
本
的
収
入

　
６
５
８
８
万
円

・
資
本
的
支
出

　
９
億
８
５
１
９
万
円

︻
条
例
な
ど
︼

◎
土
地
開
発
公
社
の
定

款
変
更
⋮
開
発
公
社

平
成
21
年
度
決
算
　
監
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

高
浪
代
表
監
査
委
員

す
べ
て
の
会
計
で
健
全
財
政
を
堅
持

　
　
引
き
続
き
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
体
制
を
要
望

一般会計補正予算の主な事業
～補正額１億3577万円の中身は～

①議会重要文書デジタル化事業    995万円
県緊急雇用創出基金を活用して、市制施行後から昭和 63
年までの議会文書のデジタル化を図る委託料

②コンビニ交付導入支援事業事業4568万円
コンビニにおいて住民票等の証明書を交付する事業を導入
するためのシステム構築委託料

③けやき安全ステーション移設・設置事業　
　　　　　　　　　　　　　　1786万円
氷川町の「けやき安全ステーション」を移転・新築するた
めの工事請負費

④コミュニティバス停留所設置事業  330万円
路線見直しに伴う増車により、戸田公園駅西口交番裏へ停
留所を移設・設置するための工事請負費

⑤小児救急医療体制運営事業  　　　200万円
月曜から木曜に実施している夜間小児救急診療を 10月か
ら金曜も実施するための補助金

⑥救急医療情報キット事業　　　　304万円
医療情報などを専用の容器に入れ、救急隊員がその情報など
を知ることができる救急医療情報キット事業に係る委託料

　単位：千円単位は切り捨て

~

一
般
会

計
・
特
別

会
計
の
歳

入
歳
出
決

算
書
、
決

算
事
項
別
明
細
書
な
ど
審
査
に
付

さ
れ
た
書
類
は
、
地
方
自
治
法
に

準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
計
数
は
正

確
で
あ
り
、
予
算
執
行
も
、
そ
の

趣
旨
に
従
い
、
概
ね
適
正
か
つ
効

率
的
に
執
行
さ
れ
た
も
の
と
認
め

ら
れ
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
10
・
９
％
の
増
加
。
主

に
市
債
26
億
円
、
国
庫
支
出
金

22
億
円
の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。歳

出
で
は
、
前
年
度
比
９
・
６

％
の
増
加
。
主
に
民
生
費
35
億
円
、

総
務
費
18
億
円
の
増
加
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

特
別
会
計
15
会
計
の
歳
入
歳

出
差
引
額
は
約
８
億
円
、
実
質
収

支
額
は
約
７
億
円
の
黒
字
と
な

っ
て
い
る
。

水
道
事
業
会
計
は
、
純
利
益

が
１
億
円
余
の
増
加
。
要
因
と

し
て
、
新
た
な
集
合
住
宅
建
設

に
よ
る
「
そ
の
他
の
営
業
収
益
」

の
増
加
、
事
業
費
用
の
３
・
１
％

削
減
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

景
気
は
企
業
収
益
の
改
善
が

進
む
な
ど
持
ち
直
し
の
傾
向
に

あ
る
が
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
歳

入
の
根
幹
で
あ
る
税
収
が
減
少

す
る
中
、
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
財

政
状
況
の
的
確
な
把
握
、
財
政

運
営
の
透
明
性
の
確
保
、
コ
ス

ト
意
識
を
も
っ
た
改
革
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
体
制
を
確
立
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
議
案
の
概
要

2

とだ議会だより 166 号

3
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健全
平成21年度決算のあらまし

財政健全化指標はすべて　　

( 注 ) 特別会計は 15会計の合計額です。

一般会計

特別会計

歳　　入
(1 年間の収入 )

歳　　出
(1 年間の支出 )

歳　　入
歳　　出

平成 21年度

461億 3,667 万円
442億 3,353 万円
234億　　  6 万円
225億 2,879 万円

前年度比　

10.9％増
9.6％増
1.6％増
1.1％増

その他 1.8%
市債 6.9%

地方消費税交付金
2.7%

県支出金 3.1%

国庫支出金
13.5%

その他 3.0%

繰入金 4.3%
繰越金 2.7%
諸収入 4.9%

市税

57.1%

その他 1.4%
積立金 3.1%

補助費等
11.3%

繰出金
13.2%

物件費
17.1%

普通建設事業費
16.7%

公債費
4.4%

人件費
16.1%

扶助費
16.7%

● 一般会計歳入 ● 一般会計歳出

財政の健全化判断比率の報告 単位％

(注 ) ①（　）は早期健全化基準を示す。
②赤字額がないため，実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」表示となります。

健全化判断比率 実質

赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率 

将 来 負 担 比 率

20年度
ー

（11.90）
ー

（16.90）
5.2

（25.0）
65.4

（350.0）

21年度
ー

（11.87）
ー

（16.87）
5.6

（25.0）
43.2

（350.0）

目的別の歳出内訳
款

１．民生費
２．総務費
３．土木費
４．教育費
５．衛生費
６．公債費
７．消防費
８．議会費
9．その他

38.6
16.2
15.2
11.9
6.8
4.4
3.4
0.8
2.7

構成比（％）

○自治体の財政状況を早期に把握し、破綻を防ぐこ
とをねらいとして、制定されたものです。
○毎年度、実質赤字比率など４つの財政指標を算定
のうえ、監査委員の審査に付して、議会に報告し、
議会・住民のチェックを受け、財政規律の強化を
図ることを目的としています。 

○これにより、自分たちが住む自治体の財政状況は、
「赤字」なのかどうか、「借金」「貯金」はどのくら
いあるのかなどが明らかになります。
○早期健全化計画、財政再生計画、経営健全化計画
を策定する際には、議会が議決し、住民に公表さ
れます。

②赤字額がないため，実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」表示となります。

○自治体の財政状況を早期に把握し、破綻を防ぐこ
とをねらいとして、制定されたものです。

健全化判断比率とは？

依
存
財
源
　2

8.0％

そ
の
他
の
経
費
　
46
.1％

 　　
　         義務的経

費
　
37.2％

　
　
　

歳入総額
461億3,667万円

歳出総額
442億3,353万円

自主
財源

72
.0
％

投資的経
費

16.7%

※討論……提出された議案等の審議の最終段階で、賛成・反対の意見を述べることを討論と言います。

討
　
論

討
　
論

今
定
例
会
で
は
�
決
算
認
定
及
び
補
正
予
算
に
対

し
て
３
人
の
議
員
が
※

討
論
を
行
い
ま
し
た
�

そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
�

本
市
の
決
算
に
お
け

る
財
政
状
況
は
県
下
１
位

で
、実
質
収
支
比
率
は
６
・

９
と
、
通
常
以
上
の
黒
字

幅
を
出
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
保
育
園
の
待

機
児
対
策
を
行
わ
ず
、
待

機
者
が
さ
ら
に
ふ
え
た
こ

と
は
、
計
画
性
が
問
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

市
立
保
育
園
の
保
育

士
は
、
雇
用
形
態
が
混
在

し
、
派
遣
保
育
士
は
、
短

期
間
で
５
人
も
入
れ
替
わ

る
な
ど
、
不
安
定
で
保
育

現
場
に
適
さ
な
い
と
考
え
る
。

税
滞
納
者
に
目
に
余

る
収
税
の
強
化
が
行
わ
れ
、

窓
口
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増

日
本
共
産
党

花
井　
伸
子 

議
員

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

馬
場
栄
一
郎 

議
員

平
成
会

伊
東　

秀
浩 

議
員

平
成
21
年
度
一
般
会
計

決
算

平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

財
政
力
を
生
か
し
住
民
の
負

担
軽
減
に

証
明
書
交
付
業
務
全
体
の
見

直
し
を
要
望

実
情
に
即
し
た
財
政
運
営
と

認
め
る

え
て
い
る
。
丁
寧
な
相
談

に
当
た
る
と
と
も
に
、
徴

税
業
務
と
賦
課
業
務
と
の

連
携
を
図
り
、
賦
課
の
段

階
で
申
請
減
免
制
度
に
よ

り
軽
減
で
き
る
も
の
は
実

施
す
べ
き
、
生
活
実
態
に

即
し
た
適
切
な
対
応
を
求

め
る
。

議
員
の
海
外
派
遣
に

つ
い
て
は
、
全
議
員
を
対

象
と
す
る
自
治
体
は
例
が

な
く
、
代
表
派
遣
、
一
部

自
己
負
担
等
に
見
直
す
こ

と
を
求
め
、
本
決
算
に
反

対
す
る
も
の
で
あ
る
。

多
く
の
納
税
者
は
、

こ
の
経
済
状
況
の
厳
し
い

中
で
大
変
な
思
い
で
納
税

し
て
い
る
。
税
は
納
期
内

反対

賛成

賛成

議会のことば

特別委員会　～重要案件の審査などで設置～

常任委員会とは本質的に異なり、案件の内容が 2 以上の委員
会にまたがるとか、特に重要案件で、特別の構成員により審査
する必要がある場合などに設けられます。議会の議決により設
置し、その存続は議会から付託された事件が審査されている期
間に限定されます。
今議会で設置した「第 4 次総合振興計画審査特別委員会」は、
平成23年度からスタートする総合振興計画基本計画という重要
性を考え、多くの目でチェックする必要があることから、特別
委員会を設置して審査することとなりました。
特別委員の選出に当たっては、議会運営委員会で協議されま
すが、今回は市長附属機関、すなわち行政の内部機関として設
置されている総合振興計画審議会に議会選出として入っている
5人の議員及び議長を除く19人で構成することにしたものです。

納
付
が
原
則
で
、
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
滞
納
者

の
実
情
を
把
握
し
、
実
情

に
即
し
て
法
に
基
づ
き
適

正
な
徴
収
業
務
を
行
っ
て

い
る
と
理
解
す
る
。

保
育
園
の
待
機
児
対

策
で
は
、
入
所
円
滑
化
、

来
年
度
に
認
可
保
育
園
２

園
予
定
な
ど
実
施
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
、
解
消
に
追

い
つ
か
な
い
状
況
が
あ
り
、

今
後
と
も
重
点
的
に
取
り

組
む
よ
う
要
望
す
る
。
派

遣
保
育
士
は
産
休
等
の
代

替
者
と
し
て
の
配
置
で
あ

り
、
円
滑
な
運
営
に
は
合

理
的
な
対
応
と
考
え
る
。

海
外
派
遣
は
、
全
議

員
を
派
遣
す
る
な
ど
の
決

定
は
全
く
し
て
い
な
い
。

さ
ら
な
る
友
好
親
善
関
係

を
築
き
発
展
さ
せ
る
た
め

に
も
、
議
会
に
お
け
る
派

遣
は
必
要
と
考
え
、
本
認

定
に
賛
成
す
る
。

総
務
費
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
シ
ス
テ
ム
構
築
は
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
、
住
民
票
写
し

な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

利
用
見
込
み
は
１
ヵ
月
当

た
り
５
０
０
枚
。
こ
れ
は

市
民
カ
ー
ド
所
有
者
４
万

人
を
含
め
た
自
動
交
付
機

の
利
用
状
況
か
ら
弾
き
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
シ

ス
テ
ム
を
稼
働
し
て
も
市

側
の
見
込
み
を
大
幅
に
下

回
る
、
ご
く
限
ら
れ
た
も

の
に
な
る
こ
と
は
明
白
。

年
間
維
持
費
は
約
７

０
０
万
円
、
コ
ン
ビ
ニ
へ

の
手
数
料
が
１
枚
１
２
０

円
か
か
り
、
窓
口
業
務
の

効
率
ア
ッ
プ
や
コ
ス
ト
削

減
に
つ
な
が
る
か
は
疑
問
。

住
基
カ
ー
ド
の
普
及

が
鍵
で
あ
る
。
市
民
カ
ー

ド
の
廃
止
や
自
動
交
付
機

の
撤
去
を
視
野
に
入
れ
、

証
明
書
交
付
業
務
全
体
の

見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と

を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

委員会提出議案を可決

地方税法改正に関する意見書
◇地方税法の一部改正の採決については、
地方議会の審議を考慮して、年度内に一
定程度の日数を残して議決するよう国会
及び政府に要請する。
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【
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
決
算
】

　
来
年
度
か
ら
３
年
間
か

け
て
、
合
流
式
の
下
戸
田

ポ
ン
プ
場
と
新
曽
ポ
ン
プ

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
常任委員会の審査から

こんな質問、
あんな意見もありました

議案や請願は、委員会に付託されて、慎重に審査されます。
その経過と結果は、９月24日の本会議で各委員長から報告がありました。下記はその概要です。
詳しくは、議会ホームページの議会録画放映、または11月末に発行予定の会議録をご覧ください。

【
一
般
会
計
決
算
】

歳
出
の
財
産
管
理
費
・

庁
舎
管
理
費
で
は
、
電
子

入
札
や
優
良
施
工
業
者
、

今
後
大
き
な
設
備
更
新
事

業
が
控
え
る
中
で
の
修
繕

料
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
、
応
急
的
で
な

く
、
安
全
面
に
危
険
性
が

な
い
も
の
は
、
過
度
に
修

繕
料
を
か
け
な
い
よ
う
に

【
一
般
会
計
決
算
】

民
生
費
の
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
費
で
は
、
白
寿

【
一
般
会
計
決
算
】

家
庭
系
生
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
業
務
に
つ
い
て
、

生
ご
み
バ
ケ
ツ
配
布
に

よ
る
生
ご
み
減
量
は
ど

の
く
ら
い
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、
21
年
度
、
約

１
０
０
ト
ン
の
減
量
に

な
っ
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、

市
民
が
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
で
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
端
末
に

暗
証
番
号
を
入
力
し
、
手

数
料
２
０
０
円
を
支
払

う
こ
と
で
、
朝
６
時
30
分

か
ら
夜
11
時
ま
で
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
し

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

賦
課
徴
収
費
の
納
税

促
進
事
業
に
対
し
委
員
か

ら
、
特
に
社
会
人
な
ど
多

く
の
市
民
に
納
税
の
義
務

を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
納
税

促
進
事
業
の
試
み
を
検
討

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

あ
り
、
執
行
部
か
ら
、
西

川
口
税
務
署
で
の
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
等
納
税
促
進
事

業
の
事
例
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

歳
入
の
市
税
で
は
、
委

員
か
ら
、
若
年
者
が
低
所

得
と
な
っ
て
い
る
現
状
の

中
、
人
口
が
増
え
て
も
市

民
税
の
収
入
が
伸
び
な
い

と
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
今
後
の
予

算
編
成
を
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
で
は
、

荘
の
位
置
に
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
建
設
す

る
計
画
は
現
時
点
で
は

変
更
な
い
が
、

新
曽
南
に
建

設
予
定
の
特

別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
完
成

後
の
待
機
者

状
況
等
に
応

じ
て
、
随
時

検
討
す
る
と

の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

福
祉
セ
ン

タ
ー
運
営
費

で
は
、
施
設

及
び
備
品
を

た
端
末
か
ら
、
住
民
票
及

び
印
鑑
登
録
証
明
書
の

申
請
・
取
得
が
で
き
る
と

い
う
も
の
で
す
。

委
員
か
ら
は
、
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
ま
た
、

と
だ
市
民
カ
ー
ド
が
普

及
し
て
お
り
、
さ
ら
に
戸

田
公
園
駅
前
行
政
セ
ン

タ
ー
が
で
き
、
自
動
交
付

機
も
市
内
に
３
ヵ
所
あ

る
中
で
、
住
基
カ
ー
ド
が

普
及
し
て
い
く
の
か
と

い
う
懸
念
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

執
行
部
か
ら
は
、
現

在
は
戸
田
市
内
だ
け
で

し
か
取
得
で
き
な
い
住

民
票
や
印
鑑
登
録
証
明

書
を
、
例
え
ば
都
内
に
通

【
一
般
会
計
決
算
】

土
木
費
・
道
路
橋
り

�
う
費
で
は
、
レ
ン
ガ
調

に
組
み
合
わ
せ
た
舗
装

方
法
で
あ
る
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
が
、
数
年
が

た
つ
と
が
た
つ
い
て
き

て
危
険
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
ほ
う
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
予
算
や
効
用
を
考
慮

し
、
歩
道
整
備
の
あ
り
方

を
総
合
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
い
う
答
弁

総
　
務

政
策
秘
書
室
・
総
務
部
・
財
務
部
・

会
計
課
・
行
政
委
員
会
事
務
局
等

歳
入
の
確
保
と
、
将
来
を
見
越
し

　
た
予
算
編
成
・
事
業
実
施
を

が
あ
り
ま
し
た
。

公
園
費
で
は
、
ソ
ー

ラ
ー
時
計
、
砂
場
フ
�
ン

ス
、
災
害
用
コ
ン
セ
ン
ト

の
設
置
を
順
次
進
め
た
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

教
育
費
の
中
学
校
費

で
は
、
中
学
生
社
会
体
験

チ
�
レ
ン
ジ
実
行
事
業

に
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

生
徒
に
も
目
を
向
け
て
、

し
っ
か
り
フ
�
ロ
ー
ア
ッ

プ
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　
単
独
校
給
食
費
で
は
、

各
小
学
校
に
お
け
る
給

食
の
平
均
残
菜
量
に
開

き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
献

立
の
内
容
や
好
み
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

児
童
の
体
調
や
気
候
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

絡
む
が
、
改
善
し
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

公
共
施
設
を
見
直
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
設
整
備
を

健
康
福
祉

勤
す
る
市
民
が
、
休
み
時

間
に
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ

で
申
請
・
取
得
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、

今
回
、
無
料
配
布
す
る
住

基
カ
ー
ド
は
、
今
ま
で
ど

お
り
市
内
の
自
動
交
付

機
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
金
融
機
関
等
に
対

す
る
本
人
確
認
用
の
証

明
書
と
し
て
使
う
こ
と

が
で
き
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

▶
昭
和
45
年
開
設
の
戸
田
市
庁
舎

▲今後の活用が期待される白寿荘

将
来
的
に
は
都
市
計
画
税

率
の
見
直
し
や
、
収
入
の

な
い
人
へ
の
減
免
に
つ
い

て
も
考
え
る
時
期
が
来
る

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

諸
収
入
の
給
食
事
業

費
で
は
、
給
食
費
を
払
え

な
い
家
庭
に
は
就
学
援
助

等
を
用
い
て
未
納
を
防
い

で
は
ど
う
か
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他

の
委
員
か
ら
は
、
払
え

る
の
に
払
わ
な
い
と
い
う

悪
質
な
案
件
に
つ
い
て
は
、

今
後
し
っ
か
り
と
実
態
を

把
握
す
る
よ
う
に
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　 　 　 インターロッキング舗装▶

◀ 砂場のフェンス

含
め
、
全
体
的
な
点
検
を

行
い
、
修
繕
等
の
処
置
を

講
ず
る
よ
う
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

児
童
セ
ン
タ
ー
費
で

は
、
放
課
後
の
児
童
対

策
、
及
び
青
少
年
の
居
場

所
づ
く
り
を
兼
ね
て
、
市

内
数
箇
所
に
児
童
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
は
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

労
働
費
の
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
費
で
は
、
勤
労

青
少
年
の
利
用
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
社
会
教
育

団
体
の
活
動
拠
点
と
な

る
場
所
に
変
更
し
て
は

と
の
意
見
が
あ
り
、
執
行

部
か
ら
、
今
後
建
て
か
え

を
検
討
し
て
い
る
「
こ
ど

も
の
国
」
と
あ
わ
せ
、
市

内
全
体
で
見
た
と
き
の

配
置
場
所
、
使
い
勝
手
を

考
え
、
ど
う
い
っ
た
施
設

と
す
べ
き
か
検
討
し
た

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算
】

一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
を
減
ら
す
た
め
に
、
医

療
給
付
費
を
減
ら
す
研

公
園
に
ソ
ー
ラ
ー
時
計
、　
　
　
　

　
砂
場
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
置
を  

文
教
・
建
設

都
市
整
備
部

教
育
委
員
会

福
祉
部
・
こ
ど
も
青
少
年
部

福
祉
事
務
所

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で

　
　
　
　
住
民
票
が
と
れ
ま
す

市
民
生
活

市
民
生
活
部

消
防
本
部

水
道
部

▲

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
イ
メ
ー
ジ

場
に
高
速
濾
過
機
を
設
置

し
て
、
分
流
式
並
み
の
水

質
に
し
て
川
へ
放
流
を
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

究
、
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
へ
の
共
同

電
算
処
理
費
に
つ
い
て
、

人
件
費
や
処
理
単
価
の
根

拠
を
洗
い
直
し
、
金
額
の

見
直
し
を
求
め
る
た
め
の

研
究
を
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
各
常
任
委
員
会
の
所
管
部
署
）
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議会では、９月６日と 17 日の両日

にわたり戸田市第４次総合振興計画

審査特別委員会で審査し、最終日

の 24 日、秋元良夫特別委員長か

ら審査の経過と結果の報告があ

り、全会一致をもって原案のと

おり可決することに決定しました。委員会では、計画の 7つの基本目標、40 の分野、90 の施策ごと

に審査しました。その中では、①総合振興計画の概要、②“快適で過ごしやすいまち”の自転車対策、

③“活力と賑わいを創出できるまち”の都市型農業の振興、④“人が集い心ふれあうまち”の情報

化推進…などを中心に多くの質疑・意見を交わしました。委員会における主な討論は次のとおりです。

①行政の効率化を追求し過ぎると、本来の地方自治

体の役割が損なわれる懸念もあり、慎重な対応を

求める。

②地域コミュニティの活性化には、現状の体制では

困難で、真の住民自治の育成が必要である。

③経営改革プランでは、公立保育園の民営化、上下

水道料金の値上げなど、新たな市民負担を強いる

内容がある。市民の生活実態に対応して慎重に行

ってもらいたい。

④高齢者社会の年金・医療・介護を柱とする福祉部

分では、高齢者の総合医療政策をしっかりと位置

・今後は基本構想・基本計画を余裕をもって審査で

きるようにしてもらいたい。

・施策の中で横の連携に懸念を感じる部分があった

審査を終えるに当たって述べられた委員会の意見は次のとおりです。

戸田市の将来都市像

みんなでつくろう　水と緑を活かした　幸せを実感できるまち

総合振興計画とは？

◇最上位の計画　
市で最も上位に位置する計画です。

◇10年後の都市像を示す　
戸田市の１０年後の将来都市像を示し、「まち
づくり」を総合的かつ計画的に推進する計画
です。計画の実効性の高め、わかりやすくす
るため、基本構想・基本計画・実施計画の３
段階で構成されています。

◇議会の議決が必要　
地方自治法により、議会の議決が必要となり
ます。

総合振興計画を可決

基本構想

基本計画

実施計画

期　間（年度）
23　24　25　26　27　28　29　30　31　32

10か年

５か年

３か年
３か年
３か年

５か年

づけて取り組んでもらいたい。

⑤計画の中で一部誤解を及ぼす点、横のバランスを

欠き、誤解を与えかねない施策体系になっている

部分がある。今後、具体的な事業を実施していく

中で、間違いのない事業展開を行ってもらいたい。

⑥市民会議、審議会、議会の審査における意見に留

意して執行に当たってもらいたい。

⑦施策の実行に当たっては、部課のセクショナリズ

ムに陥ることなく、柔軟性と連携をもって施策に

当たってもらいたい。

ので、実施計画の中できちんと対応してもらいたい。

・委員会審査で出た意見を踏まえて実施計画を立て

てもらいたい。
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　議員は、毎年3月、6月、9月、
12月に開く定例市議会で、市政
全般に対し質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といい
ます。
　今定例会では９月８日から10
日の3日間にかけて、13人の議
員が一般質問を一問一答方式で
行いました。　ここに掲げたの
は、その質問・答弁の大要です。

▲9月 28日から10月５日にかけて、姉妹都市のリバ プ ール市から
友好代表団と青少年代表団が 来日…戸田市文化会館にて

議
員
　
地

球
に
優
し

い
循
環
型

社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
、
家
庭
ご

み
の
一
つ
と
し
て
排
出
さ

れ
る
廃
食
油（
天
ぷ
ら
油
）

を
貴
重
な
資
源
と
し
て
市

民
に
理
解
を
求
め
、
目
的
、

効
果
、
使
用
方
法
、
回
収

方
法
、
安
全
性
、
メ
リ
ッ

ト
等
を
周
知
し
、
軽
油
の

代
替
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
・
バ

イ
オ
デ
�
ー
ゼ
ル
燃
料
）

製
造
へ
の
取
り
組
み
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長
　
廃
食
油

は
、
家
庭
ご
み
の
分
別
回

収
の
中
で
「
も
や
す
ご
み
」

と
し
て
、
ぼ
ろ
切
れ
、
新

聞
紙
等
に
含
ま
せ
て
「
も

や
す
ご
み
の
日
」
に
出
す

よ
う
に
、
周
知
、
協
力
を

お
願
い
し
て

お
り
、
質
問

の
点
は
市
が

進
め
て
い
る

循
環
型
社
会

の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し

て
有
意
義
な

も
の
と
理
解

し
て
い
る
。

本
市
は
、
人

口
規
模
や
都

市
化
し
た
生

廃
食
油

廃
食
油
の
再
利
用
を

「
循
環
型
社
会
形
成
の
有
効
な
手
段
」

平
野 

　
進 
議
員

活
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
世
帯

が
多
い
現
状
か
ら
、
回
収

量
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
使
用
で
き

る
車
両
、
品
質
等
々
の
課

題
を
研
究
し
、
市
内
施
設

の
ボ
イ
ラ
機
器
や
環
境
学

習
の
場
及
び
友
好
都
市
と

の
事
業
に
お
い
て
活
用
が

可
能
か
ど
う
か
、
今
後
も

国
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
が
実

施
さ
れ
て
い
く
中
で
、
Ｂ

Ｄ
Ｆ
の
導
入
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員
　
子
ど
も
た
ち
の
登

下
校
の
安
全
確
保
の
た
め
、

信
号
機
を
笹
目
７
丁
目
交

差
点
に
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

市
民
生
活
部
長
　
有
効
な

安
全
対
策
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
ず
は
こ
の
交

差
点
の
安
全
対
策
と
し
て
、

路
面
標
示
、
巻
き
込
み
防

止
ポ
ー
ル
の
設
置
、
啓
発

看
板
等
々
、
関
係
課
と
協

議
し
て
い
く
。

信
号
機
の
設
置
を

▼バイオディーゼル燃料製造装置



議

員
　

視
覚
障
が

い
者
誘
導

用
ブ
ロ
ッ

ク
（
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
）
は
、
視
覚
障

が
い
者
の
歩
行
手
段
を

変
え
ず
に
誘
導
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
有
効
的

な
設
備
で
あ
る
。
視
覚

障
が
い
者
の
安
全
か
つ
快

適
な
移
動
を
支
援
す
る
た

め
、
公
共
交
通
乗
降
場
所

ま
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
設

置
さ
れ
て
い
る
戸
田
公
園

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
を
手

本
に
、
３
駅
で
の
設
置
状

況
を
統
一
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
他
の
駅

前
広
場
は
本
格
整
備

の
中
で
正
式
に
設
置

を
し
て
い
く
が
、
一

時
的
な
対
応
も
含
め

検
討
す
る
。

議
員
　
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
に
は
樹
脂
素
材

で
貼
り
付
け
る
タ
イ

プ
も
あ
り
、
積
極
的

な
整
備
を
進
め
る
よ

う
要
望
す
る
。
ま
た
、

市
役
所
内
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
入
口
ま
で
誘

導
す
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

車
い
す
使
用
者
に
は
バ
リ

ア
と
な
る
。
改
善
す
べ
き

で
は
い
か
。

財
務
部
長
　
現
在
の
整
備

基
準
に
合
わ
せ
改
善
す
る
。

議
員
　
図
書
館
は
、
道
路

か
ら
入
口
ま
で
の
間
、
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
が
一
部
に
し

か
な
い
。
し
っ
か
り
と
誘

導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
関
係
機
関
と

設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

議
員
　
昨
年
12
月
議
会

で
「
検
討
す
る
」
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
検
討
結
果

は
。

市
民
生
活
部
長
　
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

今
年
度
の
東
循
環
新
路
線

の
運
行
後
、
西
循
環
の
路

線
見
直
し
に
合
わ
せ
具
体

的
な
検
討
を
行
う
。
２
年

は
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

アスファルト製造工場

　　　　悪臭対策 進展

アスファルト製造工場の

　　　　悪臭対策の進展は

「12月から脱臭装置の設置工事を行う」

望月 久晴 議員

議
員
　
国
税
局
喜
沢
南
寮

は
24
年
３
月
で
使
用
が

終
わ
る
。
公
共
施
設
用
地

と
し
て
市
で
取
得
し
て
は
。

財
務
部
長
　
公
共
施
設
等

の
整
備
計
画
が
な
い
の
で
、

取
得
す
る
予
定
は
な
い
。

議
員
　
６
月
議
会
で
出
さ

れ
た
入
札
議
案
の
最
低
制

限
価
格
の
決
定
過
程
が
不

透
明
。
春
日
部
市
の
よ

う
に
入
札
有
効
札
の
平

均
額
の
90
％
を
乗
じ
た

額
と
す
る
な
ど
、
公
正

性
と
透
明
性
を
高
め
る

べ
き
で
は
。

財
務
部
長
　
本
市
で
は

最
低
制
限
価
格
の
算
定

方
法
を
非
公
表
と
し
て

い
る
。
国
・
県
の
動
向

を
踏
ま
え
て
適
正
に
設

定
し
て
い
る
。

議
員
　
平

成
21
年
９

月
議
会
で

取
り
上
げ

た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
造
工

場
の
悪
臭
対
策
の
そ
の
後

は
。

市
民
生
活
部
長
　
今
ま
で

の
対
策
が
十
分
で
な
か
っ

た
の
で
、
工
場
で
は
12
月

か
ら
数
億
円
か
け
廃
ガ
ス

燃
焼
方
式
に
よ
る
脱
臭
装

置
の
設
置
工
事
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

議
員
　
①

荒
川
破
堤

時
に
は
短

時
間
で
戸

田
市
・
蕨
市
が
水
没
し
て

し
ま
う
。
荒
川
水
循
環
セ

ン
タ
ー
の
上
部
公
園
を

避
難
場
所
と
し
て
、
県
と

の
災
害
協
定
を
締
結
す

べ
き
で
あ
る
。
安
全
に
上

部
公
園
へ
避
難
で
き
る

避
難
路
の
確
保
に
も
取

り
組
む
べ
き
。
②
学
校
等

へ
の
避
難
、
イ
オ
ン
と
の

食
糧
・
水
等
５
項
目
の
災

害
協
定
は
有
効
で
あ
る
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
と

も
協
議
を
。
③
各
町
会
と

も
協
議
し
、
災
害
対
応
を

周
知
す
べ
き
で
あ
る
。

総
務
部
長
　
①
市
の
西

部
に
大
型
避
難
場
所
が

地
域
の
対
象
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長
　
①
高
齢
者
の

利
用
機
会
の
確
保
は
図
ら

れ
て
い
る
。
西
部
地
区
の

利
用
者
も
増
加
し
て
お
り
、

新
た
な
負
担
を
伴
う
事
業

の
新
設
は
困
難
で
あ
る
。

②
地
域
を
限
定
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
前
提
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
平
等

性
・
公
平
性
に
問
題
が
あ

り
、
考
え
て
い
な
い
。

問
事
業
、
親
子
ふ
れ
あ
い

広
場
事
業
、
産
前
産
後
支

援
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
の
充
実
に
よ
り
、
早

期
発
見
と
安
全
確
認
の
対

応
強
化
を
急
げ
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長
　
新
生
児
訪
問
を
希
望

し
な
い
家
庭
、
連
絡
が
と

れ
な
い
家
庭
に
も
４
ヵ
月

児
健
診
ま
で
に
全
戸
訪
問

を
実
施
す
る
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長
　
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
で
適
切
な
対
応
と
、
虐

待
の
兆
候
が
発
見
さ
れ
た

場
合
や
通
告
が
あ
っ
た
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
を
と
り

48
時
間
以
内
に
児
童
の
安

全
確
認
の
た
め
現
地
訪
問

や
家
庭
訪
問
を
今
後
も
引

き
続
き
実
施
す
る
。

議
員
　
65
歳
以
上
の
人
数

と
単
独
世
帯
・
１
０
０
歳

以
上
は
。
孤
独
死
を
防
ぐ

た
め
に
も
緊
急
電
話
の
促

進
を
図
れ
。

福
祉
部
長
　
１
万
６
９
８

２
人
で
、
う
ち
３
８
７

７
人
が
単
独
世
帯
、
１
０

０
歳
以
上
は
23
名
。
緊
急

電
話
の
促
進
に
つ
い
て
は
、

啓
発
・
周
知
を
徹
底
す
る
。

議
員
　
地
域
の
元
気
な
高

齢
者
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
で
）
と
民
生
委
員
と
の

協
働
で
、
見
守
り
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
を
。

福
祉
部
長
　
仕
組
み
づ
く

り
が
で
き
る
か
研
究
す
る
。

議
員
　
過

去
３
ヵ
年

の
虐
待
件

数
の
推
移

は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長
　
虐

待
取
り
扱
い
実
件
数
は
19

年
度
46
件
、
20
年
度
37
件
、

21
年
度
37
件
で
あ
る
。

議
員
　
深
刻
化
す
る
児
童

虐
待
、
本
市
で
の
現
状
と

通
告
状
況
は
。
新
生
児
訪

視
覚
障
が
い
者
誘
導
用

設
置
促
進

視
覚
障
が
い
者
誘
導
用

ブ
ロ
�
ク
の
設
置
促
進
を

「
一
時
的
な
対
応
も
含
め
検
討
し
て
い
く
」

本
田
　
哲 

議
員

議
員
　
東
循
環
を
東
西
２

系
統
に
分
け
る
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
時
計

方
向
周
り
の
た
め
利
便
性

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
。
双
方
向
運
行
で
南

北
２
系
統
に
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
　
東
西
２

系
統
に
分
け
る
見
直
し
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
現
時

点
で
南
北
２
系
統
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
次
の

見
直
し
の
参
考
と
し
た
い
。

の
洪
水
対
策
の
そ
の

荒
川

　洪
水
対
策

　
　
　後

「
行
政
・
民
間
と
の
協
力
で
災
害
対
策
を
進
め
る
」

中
名
生 

隆 

議
員

国
税
局
喜
沢
南
寮
跡
地
を

市
で
取
得
を

少
な
い
。
避
難
路
の
確
保

を
含
め
、
災
害
協
定
の
締

結
に
向
け
て
検
討
す
る
。

②
学
校
等
公
共
施
設
及
び

民
間
施
設
と
も
協
議
し
、

避
難
所
の
活
用
に
取
り
組

む
。

③
荒
川
洪
水
時
に
一
人

の
犠
牲
者
も
出
さ
ぬ
よ

う
、
各
町
会
と
ひ
ざ
を
交

え
、
住
民
版
地
域
防
災
計

画
の
協
議
と
対
応
を
行
う
。

議
員
　
①
健
康
長
寿
入
浴

事
業
は
、
市
西
部
地
区
の

高
齢
者
に
は
利
用
が
困
難

で
あ
り
、
不
公
平
で
あ
る
。

理
美
容
券
発
行
事
業
な
ど

で
、
不
公
平
感
を
解
消
す

る
べ
き
で
あ
る
。
②
西
部

深刻な“児童虐待”

　安全確認の対応強化急げ

深刻な“児童虐待”

　安全確認の対応強化急げ

「通告後48時間以内に安全確認を」

三浦 芳一 議員

障
が
い
者
の
ｔトｏ
ｃ
コｏ

バ

ス
運
賃
引
き
下
げ
は

ｔトｏ
ｃ
コｏ
バ
ス
の
見
直
し

は
双
方
向
運
転
で

▶
芝
生
の
緑
が
ま
ぶ
し
い

荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
の
上
部
公
園

▲対策が施されるアスファルト製造工場

一 般 質 問

▶
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
笑
顔

長
寿
入
浴
事
業
に　

代
わ
る
事
業
を

▲駅から途切れた点字ブロック

建
設
工
事
等
の
入
札
制
度

は
公
正
性
と
透
明
性
を

・・・

高
齢
者
の
見
守
り
対
策

緊
急
電
話
の
設
置
促
進
を
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とだ議会だより 166 号

11

とだ議会だより 166 号



所
を
新
設
し
た
こ
と
か
ら
、

前
回
よ
り
増
額
に
な
っ
た
。

今
後
、
有
権
者
の
増
に
伴

い
、
計
画
的
に
分
類
機
な

ど
の
備
品
購
入
や
開
票
場

所
の
変
更
な
ど
考
慮
。
開

票
作
業
の
軽
微
な
部
分
は

民
間
委
託
、
開
票
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

議
員
　
他
市
の
事
例
を
参

考
に
、
質
の
高
い
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
て
も

ら
い
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に

　
　
　
　
　
　慎
重
対
応
を

「
周
知
責
任
、詳
細
な
調
査
と
審
議
を
行
う
」

酒
井 

郁
郎 

議
員

選挙開票作業の効率化の
　　　　　取り組みは
「民間委託や開票シュミレーションなど検討」

斎藤 直子 議員

議
員
　
子

宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン

が
マ
ス
コ

ミ
で
話
題
と
な
っ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
助

る
ウ
イ
ル
ス
の
６
割
を
カ

バ
ー
す
る
に
過
ぎ
ず
、
ま

た
、
ワ
ク
チ
ン
が
有
効
な

の
は
接
種
後
６
年
強
に
過

ぎ
な
い
。
ま
た
、
死
亡
例

を
含
む
副
作
用
が
世
界
で

発
生
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
や
安
全
性
な
ど

に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

行
い
、
市
民
一
人
一
人
が

主
体
的
に
接
種
を
判
断
す

る
よ
う
促
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長
　
市
民
が
正
し
く
理
解

し
、
接
種
の
判
断
を
行
う

た
め
の
周
知
責
任
を
適
切

に
果
た
し
た
い
。
任
意
の

予
防
接
種
で
あ
る
た
め
、

自
己
責
任
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
を
広
報
し
て
い
く
。

議
員
　
学
校
で
説
明
や
パ

ン
フ
配
布
の
広
報
を
行
っ

て
い
く
と
の
こ
と
な
の
で
、

市
が
接
種
を
勧
め
て
い
る

か
の
よ
う
に
誤
解
を
受
け

な
い
よ
う
、
特
に
配
慮
い

た
だ
き
た
い
。

議
員
　
前
回
の
選
挙
か
ら

期
日
前
投
票
所
を
増
設

し
た
こ
と
で
、
私
の
試
算

で
は
0.9
～
1.5
％
の
投
票
率

押
し
上
げ
効
果
が
あ
っ
た
。

ほ
か
に
も
、
投
票
率
の
低

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
や
芦

原
地
区
へ
の
広
報
や
、
小

中
学
生
の
う
ち
か
ら
の
関

心
ア
ッ
プ
な
ど
に
工
夫
の

余
地
が
あ
る
。

行
政
委
員
会
事
務
局
長

投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
若
年
者
の
関
心
向
上

に
取
り
組
む
。

議
員
　
７

月
の
参
議

院
議
員
選

挙
で
は
、

昨
年
の
行
政
刷
新
会
議
の

事
業
仕
分
け
に
よ
り
10

～
20
％
経
費
削
減
と
さ

れ
、
今
回
の
市
の
支
出
合

計
約
３
３
４
１
万
円
に
対

し
、
大
幅
な
負
担
が
増
加

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今

回
、
経
費
削
減
の
工
夫
さ

れ
た
点
、
こ
れ
ま
で
の
選

挙
で
効
率
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
き
た
点
に
つ
い

て
、
人
や
物
、
経
費
の
推

移
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

今
後
、
有
権
者
数
の
増
加

が
予
測
さ
れ
る
中
、
ど
の

よ
う
な
体
制
を
考
え
て
い

く
の
か
。

行
政
委
員
会
事
務
局
長

　
開
票
事
務
従
事
者
数

は
、
国
政
選
挙
で
は
１

０
０
名
、
そ
の
他
は
85

名
程
度
。
今
回
99
名
で

担
当
。
効
率
化
の
た
め

十
分
な
事
前
打
ち
合
わ

せ
と
経
験
豊
か
な
職
員

で
の
対
応
。
ま
た
、
選
管

経
験
者
を
要
所
に
配
置
し

た
。
ま
た
、
早
く
か
ら
投

新
曽
中
央
地
域
の
整
備

　
　住
民
の
声
を
生
か
し
て

「
関
係
各
課
と
調
整
を
行
う
」

花
井 

伸
子 

議
員

議
員
　
こ

の
間
、
新

曽
中
央
地

域
の
４
つ

の
町
会
に
分
け
て
、
市
の
ま

ち
づ
く
り
整
備
計
画(

案)

の
説
明
会
が
あ
っ
た
が
、

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
提
言
し
た
整
備
計
画
案

と
市
の
案
の
相
違
点
に
つ

い
て
。

　
説
明
会
で
の
意
見
・
要

望
の
検
討
は
。
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
見
通
し
、

住
民
参
加
の
対
策
は
。

都
市
整
備
部
長
　
協

議
会
案
と
は
道
路
構

成
（
幅
員)

、
隅
切
り
、

土
地
利
用
な
ど
の
相

違
が
あ
る
。
市
の
案

は
全
市
的
な
均
衡
や

全
体
の
都
市
計
画
な

ど
に
整
合
し
た
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

　
説
明
会
で
い
た
だ

い
た
意
見
等
に
つ
い

て
は
、
庁
内
関
係
各

課
と
の
調
整
を
行
い

検
討
す
る
。

　
今
後
は
、
地
区
を
３
つ

に
分
け
、
西
地
区
か
ら

理
解
が
得
ら
れ
る
範
囲
で

進
め
て
い
く
こ
と
、
今
後
、

細
か
な
説
明
会
等
、
い
ろ

い
ろ
な
手
法
を
模
索
し
合

意
形
成
に
当
た
っ
て
い
く
。

議
員
　
昨
年
の
３
月
議
会

で
、
毎
年
、
高
齢
者
世
帯

の
定
期
訪
問
調
査
を
行
い
、

安
否
確
認
と
各
種
サ
ー
ビ

問
わ
ず
楽
し
め
る
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
①
７
月

の
利
用
者
は
約
１
０
０

名
、
８
月
の
利
用
者
は
約

１
１
０
名
と
い
う
報
告
を

受
け
て
い
る
。
②
今
年
の

夏
は
暑
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
利
用
者
が
少
な
か
っ

た
と
考
え
る
。
地
元
の
協

議
会
、
市
民
の
声
を
聞
き
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

上部公園の利用率を
　　　　　　　高めては

「広場を含め前向きに取り組む」

召田　厚 議員

③
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
大
変

興
味
の
あ
る
こ
と
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
地
元
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

議
員
　
①
戸
田
市
と
い
え

ば
ボ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。
市
民
に
と
っ
て
、

も
っ
と
気
軽
に
楽
し
め
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

②
漕
艇
場
を
含
め
た
戸
田

公
園
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
、｢

手
作
り
ボ
ー

ト
大
会
」
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
　
①
教
室

の
拡
充
や
コ
ー
ス
の
活
用

方
法
を
研
究
し
て
、
市
民

が
気
軽
に
ボ
ー
ト
を
楽
し

め
る
よ
う
検
討
す
る
。

②
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
は
ボ
ー

ト
場
と
し
て
造
ら
れ
て
お

り
、
質
問
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

票
用
紙
計
数
機
と
分
類
機
、

開
票
集
計
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
開
被
台
の
足
元
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
積
む
な
ど
、
作

業
環
境
の
工
夫
。
開
票
管

理
者
を
２
人
選
任
。
立
会

人
へ
の
疑
問
票
の
考
え
方

な
ど
事
前
説
明
を
開
催
。

そ
の
結
果
、
開
票
時
間
は

県
内
３
番
目
の
早
さ
と
な

り
、
前
回
に
比
べ
県
選
出

で
は
約
１
時
間
、
比
例
代

表
で
は
45
分
短
縮
。
経
費

は
、
戸
田
公
園
駅
前
行
政

セ
ン
タ
ー
に
期
日
前
投
票

▶
全
国
に
誇
る
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
が

　
戸
田
市
に
は
あ
り
ま
す

投
票
率
の
向
上
を

◀
新
曽
中
央
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と

　
し
て
整
備
さ
れ
る
予
定
の
地
下
水
路

▲

足
立
区
の
選
挙
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

　
”

す
て
な
い
で

　
せ
ん
き
ょ
犬

“ 

▼

効
率
的
な
開
票
作
業
に
努
め
て
い
ま
す

議
員
　
①

荒
川
水
循

環
セ
ン
タ

ー
上
部
に

建
設
さ
れ
た
上
部
公
園

が
オ
ー
プ
ン
し
て
２
ヵ

月
た
つ
。
利
用
状
況
は
。

②
休
日
で
も
10
名
程
度

の
利
用
者
し
か
い
な
い

が
、
費
用
対
効
果
を
ど
う

考
え
る
か
。
③
今
後
、
利

用
率
を
高
め
る
た
め
、
外

周
の
芝
生
敷
き
を
利
用

し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
老
若
男
女
を

高
齢
者
の
実
態
把
握
を

成
を
行
う
方
針
と
聞
い
て

い
る
。
し
か
し
、
効
果
や

安
全
性
に
疑
問
が
あ
る
こ

と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
同
ワ
ク
チ
ン
は
、

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な

ボ
ー
ト
を
も
っ
と
身
近

な
も
の
に
で
き
な
い
か

ス
の
周
知
を
求
め
、
実
施

を
約
束
し
た
が
、
そ
の
調

査
結
果
と
状
況
は
。

福
祉
部
長
　
平
成
21
年
度
、

民
生
委
員
の
協
力
で
調
査

を
実
施
し
た
。
同
意
を
得

ら
れ
た
情
報
を
地
域
の
見

守
り
活
動
に
利
用
し
て
い

る
。
毎
年
定
期
的
な
訪
問

調
査
実
施
は
負
担
が
大
き

く
、
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

議
員
　
職
員
体
制
を
強
化

し
て
毎
年
実
施
を
求
め
る
。
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議
員
　
小

学
校
の
単

独
給
食
調

理
場
の
今

後
の
整
備

は
、
こ
れ
ま
で
議
会
側
か

ら
も
、
私
か
ら
も
、
未
整

備
校
は
多
額
の
建
設
費
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
再
検

討
す
る
よ
う
提
案
し
て
き

た
。
今
議
会
に
提
出
の
第

４
次
総
合
振
興
計
画
基
本

計
画
の
文
書
の
中
に
、
未

整
備
の
小
学
校
は
、
将
来

の
「
校
舎
の
老
朽
化
に
伴

う
改
築
の
段
階
で
検
討
す

る
」
と
明
記
し
て
い
る
。

こ
の
方
針
を
評
価
す
る
。

一
方
、
関
係
校
に
対
し
て
、

早
急
か
つ
積
極
的
に
説
明

す
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
育
部
長
　
単
独

校
給
食
調
理
場
は
、

来
年
度
は
９
校
目

と
な
る
笹
目
小
で

増
築
工
事
を
す
る

予
定
で
あ
る
。
残

り
３
校
は
、
建
設

場
所
を
検
討
し
て

い
る
が
、
現
状
を

見
る
と
き
、
か
な

り
難
し
い
状
況
に

あ
る
。
関
係
校
へ
の
説
明

は
、
議
会
の
担
当
委
員
会

に
説
明
し
た
後
に
す
る
予

定
で
あ
る
。

議
員
　
学
校
側
が
給
食
を

重
要
な
こ
と
と
し
て
い
る

が
、
年
間
約
１
８
０
食
で

あ
る
。
一
日
３
食
と
し
て
、

年
間
全
食
事
の
16
％
ほ
ど

に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
な
の

に
、
学
校
給
食
が
児
童
生

徒
の
食
生
活
の
重
要
な
部

分
を
担
っ
て
い
る
が
ご
と

く
位
置
づ
け
て
い
る
。
基

本
は
家
庭
の
食
事
に
あ
る
。

軌
道
修
正
し
た
方
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
　
給
食
は
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健

全
な
発
達
を
促
し
、
望
ま

し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
。
今
後
と
も

食
育
の
推
進
に
努
め
て
い

き
た
い
。

公文書管理条例の制定を

「状況を勘案して検討する」

菅原 文仁 議員

っ
て
い
る
。
②
文
書
管

理
業
務
を
効
率
的
に
運

用
す
る
目
的
か
ら
、
他

自
治
体
の
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

議
員
　
知
る
権
利
を
明

記
し
た
情
報
公
開
条
例

の
理
念
や
意
思
決
定
の

透
明
性
を
図
る
意
義
か

ら
、
執
行
機
関
の
最
高

会
議
で
あ
る
庁
議
と
庁

議
資
料
、
教
育
委
員
会

資
料
を
ウ
ェ
ブ
公
開
し
て

は
ど
う
か
。

政
策
秘
書
室
長
　
公
正
で

適
正
な
意
思
決
定
や
行
政

の
円
滑
な
執
行
に
支
障
を

及
ぼ
す
懸
念
が
あ
る
の
で
、

公
開
は
適
当
で
な
い
と
考

え
る
。

市
長
　
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

教
育
部
長
　
教
育
委
員
会

と
し
て
公
開
す
る
方
法
の

方
向
性
を
決
定
し
た
い
。

議
員
　
行

政
の
情
報

公
開
と
説

明
責
任
は
、

成
熟
し
た
民
主
主
義
実
現

に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

責
務
だ
。
年
金
記
録
問
題
、

自
衛
隊
給
油
艦
の
航
海
日

誌
の
誤
廃
棄
に
よ
り
公
文

書
の
管
理
体
制
が
問
題
視

さ
れ
、
公
文
書
管
理
法
が

成
立
し
た
。
現
在
、
本
市

の
文
書
管
理
は
内
規
で
の

位
置
づ
け
だ
。
職
員
に
公

文
書
は
市
民
の
財
産
と
認

写
真
　
文
書
庫

議
員
　
行

政
セ
ン
タ

ー
は
、
駅

か
ら
直
接

利
用
で
き
、
特
に
３
階
は

乳
幼
児
と
女
性
が
多
く
、

安
全
面
に
不
安
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
　
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
の
ほ
か
、
24

時
間
の
警
備
体
制
を
し
い

て
運
営
し
て
い
る
。
警
察

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
の
組
み
入
れ
、「
警

察
官
パ
ネ
ル
」
な
ど
で
対

応
し
、「
見
え
る
安
全
」

で
対
処
し
て
い
く
。

議
員
　
同
セ
ン
タ
ー
２
階

ス
ペ
ー
ス
を
よ
り
利
用
し

や
す
い
よ
う
工
夫
し
、
周

知
す
る
必
要
は
な
い
か
。

議
員
　
簡
易
ト
イ
レ
の
た

め
、
広
場
利
用
の
市
民
か

ら
、「
こ
の
ト
イ
レ
は
利

用
で
き
な
い
」
と
の
声
を

多
く
聞
く
。
ぜ
ひ
改
善
を
。

財
務
部
長
　
広
場
で
の
安

全
対
策
を
第
一
と
し
、
優

先
順
位
を
考
え
な
が
ら
、

ト
イ
レ
改
修
を
検
討
す
る
。

議
員
　
ト
イ
レ
は
と
て
も

大
切
で
す
。
い
ち
早
く
改

善
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

検
査
導
入
の
考
え
は
。

②
成
人
式
等
の
機
会
活
用
、

ま
た
郵
送
型（
自
己
採
取
）

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
キ
ッ
ト
の
紹

介
を
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務

長
　
①
啓
発
に
向
け
記
念

講
演
も
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
の
必
要

性
は
あ
る
が
、
今
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
細
胞
診
を
考

え
て
い
る
。
今
後
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
検
査
を
対
策
型
検
診
と

し
て
、
有
効
性
も
検
討
し

た
い
。
②
成
人
式
等
、
若

い
人
が
集
ま
る
機
会
に
が

ん
検
診
の
大
切
さ
を
訴
え
、

郵
送
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
キ
ッ

ト
の
紹
介
も
検
討
す
る
。

議
員
　
①

市
内
公
園

の
シ
ン
ボ

ル
的
存
在

で
あ
る
後

谷
公
園
内

の
園
路
整

備
や
手
す

り
の
設
置
、
視
覚
障
が
い

者
に
向
け
た
誘
導
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
を
整
備
す
る
考
え

は
。
②
視
覚
障
が
い
者
の

安
全
な
交
差
点
横
断
を
促

す
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の

設
置
が
埼
玉
県
内
で
も
広

が
っ
て
い
る
。
本
市
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長
　
①
景
観

づ
く
り
推
進
地
区
に
あ
る

公
園
と
し
て
、
早
目
の
改

修
時
期
を
見
据
え
て
、
課

題
を
研
究
・
検
討
し
た
い
。

市
民
生
活
部
長
　
②
市
内

交
差
点
４
ヵ
所
の
エ
ス
コ

ー
ト
ゾ
ー
ン
設
置
に
向
け

た
検
討
・
協
議
を
警
察
と

進
め
た
い
。

議
員
　
若

い
世
代
の

子
宮
頸
が

ん
罹
患
者

は
、
乳
が
ん
罹
患
者
を
超

え
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
主
な

原
因
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
持
続

感
染
と
判
明
し
て
い
る
。

病
気
へ
の
正
し
い
知
識
と

的
確
な
情
報
提
供
が
緊
急

な
課
題
で
あ
る
。
①
社
会

的
啓
発
の
推
進
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ

給
食
調
理
場
未
整
備
と
な
る

　
　
　小
学
校
に
説
明
を

「
ま
ず
は
議
会
に
説
明
す
る
」

神
谷 

雄
三 

議
員

識
さ
せ
、
ず
さ
ん
な
管
理

を
防
止
す
る
た
め
に
も
監

視
可
能
な
仕
組
み
が
必
要

だ
。
①
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
成
果
は
。
②
条
例

化
や
規
則
化
へ
の
取
り
組

み
は
。

総
務
部
長
　
①
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

公
文
書
の
適
正
な
管
理
に

努
め
て
き
た
。
紛
失
に
よ

る
文
書
の
不
存
在
決
定
は

な
い
。
文
書
の
電
子
化
に

よ
る
電
子
決
裁
率
も
高
ま

行
政
セ
ン
タ
�
の
安
全
対
策
は

「
”見
え
る
安
全
“
で
対
処
し
て
い
く
」

冨
岡 

節
子 

議
員

市
民
生
活
部
長
　
市
内
業

者
の
さ
ら
な
る
活
用
を
促

進
す
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

様
々
な
企
画
を
検
討
す
る
。

議
員
　
障
害
者
や
年
配
者

の
窓
口
手
続
き
を
一
ヵ
所

で
済
む
よ
う
に
で
き
な
い

か
。
ま
た
は
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
、
案
内

人
の
配
備
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
現
在
の
庁
舎

の
環
境
や
職
員
の
配
置

な
ど
難
し
い
問
題
が
あ
る
。

現
段
階
で
は
、
連
絡
票
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、

諸
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
す
る
よ
う
努
め
る
。

後
谷
公
園
と
横
断
歩
道
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
推
進

子宮頸がん予防強化と

　　　　HPV検査の導入を

「講演会開催やHPV対策型検診も」

鈴木 麗子 議員

※

▶
行
政
セ
ン
タ
ー
３
階
の
子
育
て

　
広
場

▶
貴
重
な
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る

市
役
所
内
の
文
書
庫

一 般 質 問

◀
視
覚
障
が
い
者
用
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン

庁
舎
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
を

▲おいしい給食を届ける学校給食センター

給
食
は
全
食
事
の
16
％

＊ＨＰＶ…ヒトパピローマウイルス（Human　papillomavirus）の略。現在までにヒトでは皮膚に感染する型と粘膜に感
染する型とで百種類以上の型が発見されている。このHPVの一部の型において子宮頸部がんの原因になることが判っている。

中
町
多
目
的
広
場
の
ト
イ

レ
改
善
を

会
議
と
資
料
の

ウ
ェ
ブ
公
開
を
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委員会テーマの動き

折り返し地点でウオッチ!!折り返し地点でウオッチ!!

◇テーマ　自転車の似合うまちづくり
◇経　過　兵庫県西宮土木事務所やシクロシティ
㈱などの先進事例を視察し、自転車レーンや自
転車シェアリングなどを調査・研究。

◇今　後　11月に新潟市の自転車利用環境計画
について視察を予定。自転車はもちろんのこ

と、歩行者・自動車
が安全・安心して共
生できるまちづくり
に向けて提言をとり
まとめたいと考えて
いる。

◇テーマ　公契約のあり方について
◇経　過　本年5月に北九州市 (総合評価制度 )、
佐賀県 (公共調達システム )を、7月に野田市
(公契約条例 )を視察し調査。

◇今　後　江戸川区 (公共調達基本条例 )、横浜
市 (不正防止内部通報制度 )の
視察を予定。入札において、①
地域の中小企業の受注機会の最
大化を図ること、②不信を抱か
れることがないよう公正化を図
るため、総合評価制度と第三者
通報制度を協議・研究していく。

◇テーマ　(仮称 )戸田市中小企業振興条例の制定
◇経　過　①本年５月に江東区と新潟県新発田市
を視察し、中小企業振興に係る条例を調査。②
７月には、市内の商工団体として、戸田市商工
会、埼玉中小企業家同友会戸田蕨地区会、戸田
民主商工会の方々へのヒアリングを実施。③８
月31日まで中小企業者アンケートを実施。配
布枚数2,973に対して、回収数214、回収率
は7.2％。

◇今　後　ヒアリングとアンケートで得られた
内容を参考にして、条文の協議を予定している。

◇テーマ　①高齢者施設の研究、②こどもの権利
条例制定の研究、③福祉保健施設活用の研究

◇経　過　②③こども権利条例の制定効果の検証、
虐待などからの救済に向けた具体的な手法の研
究、並びに平成23年度開設予定の (仮称 )福
祉保健センターの機能充実の研究として、自殺
防止対策をメーンに５月に札幌市を視察。また、
県職員を招き、執行部と共に子どもの権利擁

護、自殺防止対策の勉強会を開
催。自殺防止対策では、啓発チ
ラシ等が作成され、意識調査や
総合相談窓口設置の決定など一
定の成果が見えたことから終結。
◇今　後　①白寿荘の今後の方
向性、新曽南に建設予定の特別
養護老人ホームなど、高齢者入
所施設の待機者対策を研究中。
11月には高齢者住宅を視察の予
定である。

文教・建設総務

市民生活健康福祉

自転車の似合う
　　まちづくりに向けて

地域業者の受注拡大と
　　　　契約の公正化を

中小企業振興条例の制定を大切な命を守るために

行
政
セ
ン
タ
ー
内
の
ビ
ジ
ネ
ス

イ
ン
フ
�
メ
ー
シ
�
ン
セ
ン
タ
ー

◀

年間テーマに基づく常任委

員会の活動がいよいよ佳境に

入ってきました。その途中経

過をウオッチしてみました。

▲佐賀県にて
◀尼崎市内の自転車専用レーン

▲啓発ポスター

プレイ
バック

ケース６
平成 12年６月定例会一般質問
　　　　　　（議会だより 122 号）

議　員：

教育長：

青少年をはじめとする市民の生涯教
育の一環及び芸術、文化の向上策と
して、「市展」を開催してはどうか。

芸術文化活動の一層の発展と向上を図
るため、また、来年の市制施行35周年
を記念して、市民芸術展覧会の開催に
ついて、市文化協会や関係機関、関係
部署とも協議をし、検討していきたい。

平成13年の市制施行35周年を記念して第１回
戸田市美術展覧会（市展）が開催され、今年
で10回目を迎えました。出品数は日本画14点、
洋画77点、彫刻11点、工芸43点、書58点、 写真55点、
合計 258 点。洋画部門で議会賞を受賞した作
品は｢夏の寄り道」でした。

洋画部門：戸田市議会賞受賞作品｢夏の寄り道」
「適格なデッサン力でお孫さんとの情景を描写し、
夏の光のもとでたたずむ姿にあたたかさを感ずる」との講評。
受賞おめでとうございます。

合計 258 点。洋画部門で議会賞を受賞した作 ▲平成13年

▲平成22年

特集
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野
田
市
で
は
労
働
者
の

適
正
な
労
働
条
件
及
び
賃

金
の
最
低
額
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
公

契
約
条
例
」
を
全
国
に
先

駆
け
て
制
定
、
公
布
し
ま

し
た
。
当
初
、
法
律
を
制

定
す
る
よ
う
に
国
へ
働
き

か
け
た
が
動
か
な
か
っ
た

た
め
、
市
長
の
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
条
例
を
制
定
し
た

も
の
で
す
。

内
容
と
し
て
は
、
市
と

契
約
す
る
業
者
に
、
最
低

賃
金
の
額
を
定
め
報
告
書

等
の
提
出
を
義
務
付
け
る

三
重
県
議
会
で
は
、
定

例
会
の
招
集
回
数
を
年
４

回
か
ら
２
回
に
改
め
、
第

１
回
定
例
会
を
２
月
中
旬

か
ら
６
月
下
旬
ま
で
、
第

２
回
定
例
会
を
９
月
上
旬

か
ら
12
月
中
旬
ま
で
と
し

て
い
ま
す
。
年
間
の
会
期

日
数
や
常
任
委
員
会
開
催

日
数
を
ふ
や
す
こ
と
に
よ

京
都
府
交
通
局
で
は
、

民
間
事
業
者
が
広
告
パ
ネ

ル
付
き
の
バ
ス
停
留
所
上

屋
を
設
置
し
、
そ
の
広
告

収
入
を
も
っ
て
バ
ス
停
の

新
設
、
維
持
管
理
を
行
う

こ
と
で
、
利
用
環
境
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ス
運
行
へ
の
関

心
を
高
め
、
利
用
促
進
を

目
的
に
、
営
業
成
績
を
示

す
「
営
業
係
数
」
を
公
表

し
て
い
ま
し
た
。

尼
崎
市
の
山
陽
新
幹
線

沿
線
の
環
境
対
策
で
は
、

計
画
決
定
当
時
の
経
緯
か

ら
、
西
宮
市
と
伊
丹
市
に

よ
る
公
害
対
策
協
議
会
を
、

ま
た
国
道
43
号
線
・
阪
神

高
速
道
路
の
環
境
対
策
で

は
、
西
宮
市
と
芦
屋
市
に

よ
る
高
速
道
路
自
動
車
公

害
対
策
連
絡
協
議
会
を
発

足
し
、
環
境
改
善
を
国
に

訴
え
る
こ
と
で
改
善
が
図

シ
ク
ロ
シ
テ
ィ
㈱
は
、

富
山
市
か
ら
運
営
を
委
託

さ
れ
て
、
１
台
の
自
転
車

を
複
数
の
利
用
者
が
共
有

し
て
使
う
自
転
車
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
を
同
市
で
展
開
し

て
お
り
ま
す
。
24
時
間
い

つ
で
も
利
用
で
き
る
自
転

車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
広
く

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
世
田
谷
区
で
は
、
車
道

の
左
端
を
青
く
カ
ラ
ー

塗
装
す
る
「
ブ
ル
ー
ゾ
ー

ン
」
を
実
施
す
る
な
ど
、

自
転
車
走
行
環
境
整
備

に
積
極
的
に
取
り
組
ん

市
が
国
を
動
か
す　
　

条
例
に

　

よ
る
労
働
条
件
の
適
正
化

　

定
例
会
を
年
４
回
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

２
回
に
改
正

　

近
隣
市
と
と
も
に
国
へ
の

　
　
　
　
　

働
き
か
け
も
重
要

自
転
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や

　

走
行
帯「
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
」を
整
備

▶
土
壌
を
用
い
た
大
気
浄
化
施
設
に
て

こ
と
で
労
働
条
件
を
確
保

し
て
い
ま
す
。
成
果
と
し

て
、
業
務
委
託
で
の
最
低

賃
金
額
が
、
千
葉
県
の
最

低
賃
金
よ
り
も
約
百
円
上

回
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

【
意
見
・
感
想
】

野
田
市
が
国
を
動
か

す
た
め
に
全
国
に
先
駆

け
て
条
例
を
制
定
し
た

点
や
、
短
期
間
で
の
条

例
制
定
、
公
布
に
至
っ

た
経
過
な
ど
、
非
常
に

評
価
で
き
る
点
が
あ
り

る
成
果
と
し
て
は
、
知
事

の
専
決
処
分
が
皆
無
と
な

り
、
常
任
委
員
会
で
は
、

委
員
間
で
の
討
議
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど

を
挙
げ
て
お
り
ま
し
た
。

豊
田
市
議
会
で
は
、
議

員
提
出
議
案
の
提
出
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

例
え
ば
年
度
末
の
地
方

税
法
改
正
に
つ
い
て
も
、

国
が
早
く
法
律
改
正
す
れ

ば
、
専
決
処
分
で
は
な
く
、

議
会
と
し
て
審
議
す
る
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
り
、

国
に
意
見
書
を
提
出
し
た

ら
ど
う
か
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
協
議
の
結
果
、
意

見
書
を
本
会
議
に
提
出
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

国
道
に
も
目
を
向
け
る

意
味
で
、
国
土
交
通
省
と

も
積
極
的
に
話
し
合
い
の

場
を
設
け
、
環
境
改
善
に

向
け
て
要
望
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
意
見

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

で
い
ま
す
。

【
意
見
・
感
想
】

駅
前
の
駐
輪
ス
ペ
ー

ス
の
一
部
を
自
転
車

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
利
用

す
れ
ば
、
来
訪
者
な
ど

か
ら
重
宝
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見

や
、
整
備
で
き
る
箇
所

は
限
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
で
も
「
ブ
ル
ー
ゾ
ー

ン
」
を
整
備
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

交
通
対
策
特
別
委
員
会

文
教
・
建
設
常
任
委
員
会

三
重
県
議
会
／
愛
知
県
豊
田
市
議
会

京
都
府
京
都
市
／
兵
庫
県
尼
崎
市 シ

ク
ロ
シ
テ
�
㈱
／
世
田
谷
区

▶シクロシティの設置イメージ　

　

▲７月 27 日　世田谷区成城　

　富士見橋通りの自転車レーン

ま
し
た
。
一
方
、
賃
金
は

確
保
し
て
も
就
労
時
間
や

保
険
加
入
ま
で
で
き
な
い

点
や
、
報
告
書
の
真
贋
性

等
、
問
題
点
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
で
改
善
し
て
い
く

よ
う
な
の
で
、
動
向
に
注

目
し
、
参
考
と
で
き
る
点

を
研
究
し
て
い
き
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

閉
会
中
に
実
施
し
た
視
察
に
つ
い
て
、
９
月
１
日
の
本
会
議
冒
頭
に
各
委
員
長
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
録
画
放
映
、
ま
た
は
11
月
末
に
発
行
予
定

の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲８月９日　豊田市議会にて

総
務
常
任
委
員
会

千
葉
県
野
田
市

◀
7
月
29
日

　
野
田
市
役
所
に
て

議会モニター制度を提言
議会の運営に関して、市民からの要望や提言などを広く聴

取し、円滑で民主的な議会運営の推進を目的として、「市議

会モニター制度」の実施を決定しました。平成 23 年度から

の実施を予定しており、市内に在住・在勤・在学する 18 歳

以上の方であれば、モニターに応募することができます。応

募の詳細は、議会だよりや市広報などでお知らせします。

議長の所信表明会の導入へ
次回の議長交代の際に「議長の所信表明会」を実施するこ

とを決定しました。所信表明会は、議場において公開で行い、

インターネット中継や録画放送なども予定しております。

これらの実施により、開かれた議会に向けて、さらに大き

な一歩を踏み出すとともに、不断の議会改革につなげてい

きたいと考えております。
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傍聴者アンケートから
　　　　　　　平成22年９月定例会分

傍聴者アンケートで寄せられた意見です。（抜粋）

○半年から１年前に比べると、議会の雰囲気、

マナーはよくなった。なお、一部議員に

私語（不規則発言）が未だに見られる。

○議員の議会に対する態度はかなり改善され、

市民としてうれしく受けとめました。た

だ、議員の質問中にかなり大きな私語が

あったことについて、議長より注意があ

ってもよいと思いました。

○「あの質問はどうなった」は良い記事。言

いっぱなしでないこと。

◇貴重なご意見ありがとうございました。今

後の議会運営や議会だよりの編集の参考

とさせていただきます。

議会改革特別委員会
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会

行
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ポ
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ポ
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ポ
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委
員
会

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト
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とだ議会だより 166 号



（
掲
載
し
た
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
）

本
紙
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
と
「
大
豆
油
イ
ン
キ
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

7月

8月

9月

20    

長
～
い
熱
夏
か
ら
一

転
︑
秋
の
風
と
と
も

に
服
装
が
重
く
な
り

ま
す
︒

本
紙
の
紙
質
は
軽
く

し
ま
し
た
が
︑
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
︒

欲
の
秋
と
い
い
ま
す
が
︑
そ
れ
に

し
て
も
ご
飯
が
お
い
し
い
︒
つ
い

先
日
ま
で
は
︑
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
に
と
︑

こ
れ
で
も
か
と
い
う
食
欲
だ
っ
た
の
に

⁝
︒
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋　
　
　

肥
ゆ
る

の
は
馬
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
︒︵
あ)

国
レ
ガ
ッ
タ
に
出
場
し
た
︒
感
動

し
た
の
は
︑
日
本
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
選
手
た
ち
の
郷
土
愛
︒
流
行
り
の﹁
ゆ

る
キ
ャ
ラ
﹂
や
名
物
を
持
ち
寄
り
︑
懸
命

に
Ｐ
Ｒ
な
さ
っ
て
い
た
︒
ち
な
み
に
レ
ー

ス
の
ほ
う
は
︑
今
年
も
優
勝
を
逃
し
⁝
⁝

残
念
で
し
た
︒　
　
　
　
　
　
　
　

  ︵
泣
︶

勢
の
人
の
前
で
す
る
ス
ピ
ー
チ
は

難
し
い
︒
即
興
で
で
き
る
人
が
す

ご
い
と
思
っ
て
き
た
が
︑
ど
う
や
ら
違
う

よ
う
だ
︒
千
差
万
別
の
相
手
の
状
況
や
意

図
に
相
応
し
い
準
備
を
す
る
こ
と
が
肝

心
︒ 

そ
の
場
し
の
ぎ
は
必
ず
ボ
ロ
が
で
る
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 (

外
交
担
当)

 

近
め
っ
き
り
忘
れ
や
す
く
な
っ
た

よ
う
に
思
う
︒
30
年
・
40
年
前
の

こ
と
は
ハ
ッ
キ
リ
と
思
い
出
せ
る
の
に
︑

近
い
過
去
の
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
︒
永
遠
の
若
者
と
言
わ
れ
た
？
元
気
者

も
︑
寄
る
年
波
に
は
勝
て
な
い
の
か
︒
し

か
し
︑
市
民
と
の
約
束
だ
け
は
絶
対
忘
れ

な
い
！　
　
　
　
　
　

        　
︵
君
の
名
は
︶

９月 25、26 日、兵庫県加古川市で行わ
れた第 19回全国市町村交流レガッタ大会で、
本市議会の“サクラソウ”クルーが議員の
部で昨年に続き３位を獲得しました。
加古川市は、ことしで市制 60周年を迎え

ます。本大会の開催を通じて、“清流 加古
川”を大きくアピールしていました。大会
には全国から 23市町村が参加し、多くの参
加者との交流を深めることができました。
レースを振り返れば、予選は１位通過、

準決勝では余裕の走りを見せ、平成 18年以
来の“優勝”の夢を抱かせてくれましたが…。
微風ただよう決勝の水面には、由利本荘、

大津、加古川、潮来と、相変わらずの強豪
が勢ぞろい。中盤から大津が抜け出し、後
半は潮来と戸田の２位争い。僅差で３位と
なりましたが、後半に見せたクルーの粘り
は、来年への期待をもたせる走りでありま
した。
また、市民参加では、壮年女子と壮年男

子の部に２クルーが出場しました。そのう
ち、女子の「戸田レインボウ」は、決勝に
進出し、見事に６位入賞を飾りました。

定例会の予定12月
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食大最

ことしで創立３５周年を迎えた “ あけぼの保育園 ”。１０月１０日、雨天のため美女木小学校体育館で行われた運動会に
おじゃましました。親子のふれあいが組み込まれた種目が盛りだくさんで、子どもたちの楽しい笑顔が印象的でした。

全

11
月
29
日　
本
会
議　
開
会
、
議
案
上
程
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
括
説
明
、
詳
細
説
明

12
月
３
日　
本
会
議　
質
疑
、
請
願
の
提
出
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
付
託

　
　
６
日　

　

    

～     

本
会
議　
一
般
質
問

    

８
日

　
　
９
日　
委
員
会 

常
任
委
員
会

　
　
10
日　
委
員
会 

特
別
委
員
会

　
　
15
日　
本
会
議 

委
員
長
報
告
並
び
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
、
討
論
・
採
決
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

本
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
視
察
が
増
加
し
て
い
ま
す

※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
11
月
22

日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
内
定
し
ま
す
の
で
、
議
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

議
会
事
務
局
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）

◎７日　県南都市問題協議会正副会長会議
◎ 9 日　戸田競艇組合議会
◎ 12 日　健康福祉常任委員会
◎ 13 日　議会だより編集委員会/総務常任委員会 /市民生活常任委員会
◎ 14 日　群馬県大泉町議会行政視察来庁
◎ 15 日～ 16 日　交通対策特別委員会行政視察
◎ 16 日　議会改革特別委員会
◎ 20 日　健康福祉常任委員会／市民生活委員会（20 日・22 日）
◎ 21 日　議会だより編集委員会／議員互助会役員会 / 戸田市子

ども議会
◎ 23 日　美里町議会との友好交流事業
◎ 27 日　文教・建設常任委員会行政視察
◎ 29 日　総務常任委員会行政視察／大阪府高槻市議会視察来庁

◎ 2 日　市民生活常任委員会
◎ 3 日　県南都市問題協議会研修会
◎ 5 日　戸田競艇組合議会
◎ 9 日　府中市議会行政視察来庁／板橋区議会行政視察来庁／

議会運営委員会行政視察（～ 10 日）
◎ 16 日　大阪府箕面市議会議員行政視察来庁
◎ 19 日　蕨戸田衛生センター組合議会
◎ 23 日　議会改革特別委員会／県南治水総会・大会
◎ 25 日　交通対策特別委員会／議会運営委員会／各常任委員会

（総務、文教・建設、健康福祉、市民生活）

◎ 1 日　本会議（議案説明）/議会運営委員会
◎ 6 日　本会議（質疑、委員会付託）／委員長会議／議会だよ

り編集委員会／総合振興計画審査特別委員会
◎８日～ 10 日　本会議（一般質問）／議会運営委員会（10 日）

／議員互助会役員会
◎ 13 日～ 16 日　常任委員会（総務、文教・建設、健康福祉、

市民生活）
◎ 17 日　特別委員会（総合振興計画審査、交通対策、議会改革）

／議会運営委員会
◎ 24 日　本会議（委員長報告・質疑、討論・採決、閉会）
◎ 25 日～ 26 日　第 19 回全国市町村交流レガッタ加古川大会
◎ 28 日　リバプール市訪問団表敬訪問

本
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み
に
視
察
が
増
加
し
て
い
ま
す

表紙写真の説明

　　　　　レガッタ加古川大会

議員クルー全国３位に！

◀七宝工芸の３位のメダル


